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令
和
４
年
第
２
回
愛
川
町
議
会
「
７
月
臨
時
会
」
が
７
月
14
日
に
開
催
さ
れ
、
補
正
予

算
及
び
事
件
議
案
に
関
す
る
２
件
の
町
長
提
出
議
案
を
審
議
し
、
両
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
第
３
回
愛
川
町
議
会
「
９
月
定
例
会
」
が
、
８
月
31
日
か
ら
９
月
22

日
ま
で
、
会
期
23
日
間
（
本
会
議
開
催
６
日
間
）
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
各

会
計
の
決
算
を
は
じ
め
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
、
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
、
条
例
及
び
補
正
予
算
な
ど
、
17
件
の
町
長
提
出
議
案
、
１
件
の
議
員
提
出
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
、
全
議
案
を
可
決
す
る
と
と
も
に
、
１
件
の
陳
情
を
審
議
し
ま
し
た
。

令和４年第３回９月定例会日程

令和４年第２回７月臨時会日程

補
　
正
　
予
　
算

◎
令
和
４
年
度
愛
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

（
賛
成
全
員
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
，

０
９
３
万
１
千
円
を
追
加
し
、

一
般
会
計
の
総
額
を
１
３
９

億
３
，
２
１
４
万
９
千
円
と

し
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、「
地
域

経
済
振
興
券（
第
３
弾
）・
コ

ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
元
気

券
」
の
配
布
と
併
せ
、「
物
価

高
騰
等
対
策
あ
い
か
わ
元
気

券
」
を
一
人
あ
た
り
合
計
６

千
円
分
の
商
品
券
を
配
布
し

た
経
費
な
ど
で
す
。

2022
　 

　
愛
川
町
議
会

事
　
件
　
議
　
案

■
訴
訟
上
の
和
解
及
び
損
害

賠
償
額
の
決
定（

賛
成
全
員
）

事
件
名　
横
浜
地
方
裁
判
所

令
和
３
年（
ワ
）第
49
号
損
害

賠
償
請
求
事
件

賠
償
金
額

　

２
，０
０
０
，０
０
０
円

和
解
の
主
な
要
旨

　

本
件
に
関
し
、
相
手
方
の

安
全
に
対
す
る
配
慮
が
不
十

分
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、

今
後
、
安
全
配
慮
に
努
め
る

こ
と
を
約
束
す
る
も
の
で
す
。

人
　
事
　
議
　
案

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任（

賛
成
全
員
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

続
き
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
た
も
の
で
す
。

　

中
津
在
住大

野　
　

晋　

氏

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
賛
成
全
員
）

　

前
任
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
新
た
に
次
の
方
を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も

の
で
す
。

　

町
田
市
在
住　

齊
郷　

浩
之　

氏

条
　
例
　
議
　
案

◎
愛
川
町
印
鑑
条
例
の
一
部

改
正　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
等
に
設
置
さ
れ
て
い

る
多
機
能
端
末
機
か
ら
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用

し
て
住
民
票
や
印
鑑
登
録
証

明
書
等
を
取
得
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
証
明
書
の
申
請
及
び
受

領
が
で
き
る
よ
う
所
要
の
改

正
を
行
う
一
部
改
正
条
例
を

可
決
し
た
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

令
和
４
年
10
月
３
日
】

◎
愛
川
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

「
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
育
児
休
業
の

月 日 曜 会議名 主な内容

8 31 水 本会議

陳情１件の所管常任委員会
への付託
固定資産評価審査委員会委
員選任の採決
教育委員会委員任命の採決
町長提出議案の説明

9

1 木 本会議 一般質問（６人）
2 金 本会議 一般質問（４人）

6 火 本会議
補正予算議案、事件議案
の総括質疑・討論・採決
町長提出議案の説明・
質疑・討論・採決

8 木 本会議
条例議案及び令和３年
度決算議案の会派代表
総括質疑
委員会分割付託の決定

13 火 総務建設
常任委員会 付託案件の審査

14 水 教育民生
常任委員会 付託案件の審査

15 木 総務建設
常任委員会 付託案件の審査

16 金 教育民生
常任委員会 付託案件の審査

22 木 本会議

付託案件の審査結果
の委員長報告・質疑・
討論・採決
町長提出議案の説明・
質疑・討論・採決
議員提出議案の説明・
質疑・討論・採決

月 日 曜 会議名 主な内容

7 14 木 本会議 町長提出議案の説明、
質疑、討論、採決

　　　　

7
　
月
　
臨
　
時
　
会

　　　　

9
　
月
　
定
　
例
　
会

詳細は町ホームページを
ご覧ください。

令和4年11月15日
可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討
論
・
決
算
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

一
般
質
問
・
議
会
ク
イ
ズ

意
見
交
換
会
等
・
お
知
ら
せ

常
任
委
員
会
・
討
論
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個
人
総
括
質
疑

　

４
日
目
の
９
月
６
日
は
、

補
正
予
算
議
案
に
対
し
、
茅

孝
之
議
員
、山
中
正
樹
議
員
、

玉
利
優
議
員
、
岸
上
敦
子
議

員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
補
助
金
の
詳
細
に
つ
い
て

■
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

■
シ
ス
テ
ム
改
修
の
目
的
と

効
果
に
つ
い
て

■
補
正
の
理
由
に
つ
い
て

■
増
額
の
理
由
に
つ
い
て

取
得
回
数
制
限
が
緩
和
さ
れ

る
と
と
も
に
、
人
事
院
規
則

が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
非
常
勤
職
員
の
育
児
休

業
の
取
得
要
件
を
緩
和
す
る

な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う

一
部
改
正
条
例
を
可
決
し
た

も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

令
和
４
年
10
月
１
日
】

補
　
正
　
予
　
算

◎
令
和
４
年
度
愛
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

（
賛
成
全
員
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
，
６

５
２
万
５
千
円
を
追
加
し
、

一
般
会
計
の
総
額
を
１
４
０

億
８
６
７
万
４
千
円
と
し
た

も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
子
宮

頸
が
ん
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
、平
成
25
年
６
月
以
降
、国

の
方
針
に
よ
り
積
極
的
な
接

種
勧
奨
を
控
え
て
い
た
こ
と

に
よ
り
、
接
種
機
会
を
逃
し

た
方
に
対
す
る
接
種
助
成
の

ほ
か
、
美
化
プ
ラ
ン
ト
の
ピ

ッ
ト
内
に
あ
る
ご
み
を
収
集

車
に
積
載
す
る
た
め
の
ク
レ

ー
ン
を
修
繕
す
る
経
費
な
ど

で
す
。

◎
令
和
４
年
度
愛
川
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）　　
（
賛
成
全
員
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
２
万

１
千
円
を
追
加
し
、
介
護
保

険
特
別
会
計
の
総
額
を
３
３

億
６
，
４
４
２
万
１
千
円
と

し
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
に
関
連
す
る
介

護
保
険
の
標
準
レ
イ
ア
ウ
ト

が
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

本
町
の
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム

を
改
修
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
そ
の
必
要
経
費
を
計
上

し
た
も
の
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
愛
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
賛
成
全
員
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１

８
９
万
７
千
円
を
追
加
し
、

一
般
会
計
の
総
額
を
１
４
２

億
１
，
０
５
７
万
１
千
円
と

し
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
に
お
い
て
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
対
応
の
新
た
な
ワ

ク
チ
ン
を
用
い
た
集
団
接
種

や
個
別
接
種
を
実
施
す
る
た

め
の
費
用
で
す
。

事
　
件
　
議
　
案

◎
町
道
路
線
の
認
定

（
賛
成
全
員
）

　

新
た
に
町
道
と
し
て
管
理

す
る
必
要
が
生
じ
た
路
線
に

つ
い
て
、
今
回
は
中
津
地
内

の
２
路
線
及
び
半
原
地
内
の

１
路
線
を
認
定
し
ま
し
た
。

◎
愛
川
町
と
厚
木
市
及
び
清

川
村
と
の
住
民
票
の
写
し
の

相
互
交
付
事
務
の
委
託
の
廃

止
に
係
る
協
議（
賛
成
全
員
）

　

平
成
11
年
９
月
か
ら
こ
の

事
務
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
こ
最
近
で
は
電
話
予

約
に
よ
る
休
日
交
付
や
コ
ン

ビ
ニ
交
付
な
ど
、
住
民
票
の

取
得
方
法
が
窓
口
交
付
以
外

に
も
充
実
し
て
き
た
た
め
、

3
市
町
村
で
検
討
し
た
結
果
、

本
年
12
月
末
を
も
っ
て
廃
止

す
る
と
決
定
し
た
も
の
で
す
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
変
更

（
令
和
４
年
度
平
山
下
平
線

第
１
工
区
改
良
工
事
）

（
賛
成
全
員
）

　

道
路
を
盛
土
す
る
た
め
の

補
強
土
壁
を
設
置
す
る
に
あ

た
り
、
掘
削
し
て
地
盤
の
強

度
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
基

準
の
強
度
を
満
た
し
て
い
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

地
盤
改
良
工
事
を
追
加
で
行

う
も
の
で
す
。

【
契
約
金
額
変
更
前
】

９
，９
１
９
万
３
，６
０
０
円

【
契
約
金
額
変
更
後
】

１
億
２
１
０
万
６
，４
０
０
円

議
員
提
出
議
案

◎
国
に
よ
る
義
務
教
育
財
源

の
保
障
、
教
育
の
機
会
均
等

と
水
準
の
維
持
・
向
上
並
び

に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

（
賛
成
多
数
）

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

等
し
く
義
務
教
育
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
教
育
予
算
の
確
保

と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
等
の
教
育
水
準
の
維
持
・

向
上
を
図
る
た
め
、
国
へ
意

見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

※
可
決
し
た
意
見
書
の
詳
細

は
９
ペ
ー
ジ
に
記
載

平山大橋付近の工事の様子

地
域
づ
く
り
活
動
促
進

事
業
補
助
金

児
童
福
祉
一
般
管
理
費
増
額

介
護
保
険
特
別
会
計

一
般
管
理
経
費
増
額

債
務
負
担
行
為
補
正

塵
芥
処
理
施
設
維
持
管
理

経
費
増
額

第175号可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討
論
・
決
算
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

一
般
質
問
・
議
会
ク
イ
ズ

意
見
交
換
会
等
・
お
知
ら
せ

常
任
委
員
会
・
討
論

-　  -3



　

団
体
等
へ
の
補
助

金
10
％
を
削
減
し
た

こ
と
に
よ
る
成
果
に
つ
い

て

　
積
立
金
現
在
高
の

評
価
に
つ
い
て

問

問

　

町
税
の
決
算
額
が

令
和
２
年
度
に
続
き

減
額
と
な
っ
た
が
、
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て

問

　

固
定
資
産
税
の
現

年
度
課
税
分
の
収
入

済
額
が
予
算
現
額
よ
り
増

と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て

問

　

令
和
３
年
度
は
、
財
政
調

整
基
金
や
い
の
ち
を
守
る
基

金
な
ど
、
一
部
を
取
り
崩
し

各
種
の
事
業
の
財
源
と
し
て 

活
用
し
ま
し
た
。
一
方
で
、

余
剰
財
源
な
ど
を
積
極
的
に

積
み
立
て
た
結
果
、
令
和
３

年
度
末
の
基
金
現
在
高
の
総

額
は
、
27
億
８
５
３
万
２
千

円
と
な
り
、
令
和
２
年
度
と

比
較
す
る
と
、
約
７
億
１
，

４
２
１
万
３
千
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

積
立
基
金
の
使
途
は
、
突
発 

的
な
自
然
災
害
や
社
会
情
勢

の
変
化
に
よ
る
税
収
減
へ
の

備
え
と
し
て
、
年
度
間
の
財

源
調
整
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
激
甚
化
し
て
い

る
自
然
災
害
や
不
安
定
な
世

　

土
地
に
つ
い
て
は
、
長
引

く
地
価
の
下
落
傾
向
を
考
慮

し
、
令
和
３
年
度
に
お
い
て

も
宅
地
等
の
評
価
額
の
減
額

を
見
込
み
、
予
算
計
上
し
た

も
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

地
価
の
一
部
に
下
げ
止
ま
り

が
見
ら
れ
、
当
初
の
見
込
み

を
上
回
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

２
，
１
２
０
万
７
千
円
の
増

額
と
な
っ
た
も
の
で
す

　

ま
た
、
償
却
資
産
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
先
行
き

が
不
透
明
な
状
況
が
続
く
中
、

多
く
の
企
業
が
積
極
的
な
設

備
投
資
を
控
え
る
も
の
と
見

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
物
流

や
製
造
と
い
っ
た
一
部
の
業

会 派 代 表 質総 括 疑
条例議案及び令和３年度決算議案に対する

５日目の９月８日は、会派代表総括質疑を行いました。内容の一部を紹介します。

あ
い
か
わ
の
聲

�

（
熊
坂 
崇
徳 
議
員
）

令
和
あ
い
か
わ

�

（
阿
部 

隆
之 

議
員
）

　

令
和
３
年
度
の
町
民
税
は

73
億
７
，
０
０
５
万
２
千
円

で
、
令
和
２
年
度
と
比
較
す

る
と
１
億
１
，
９
１
２
万
９

千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
見
通
し
と
し
て
、

町
民
税
の
う
ち
個
人
町
民
税

に
つ
い
て
は
、
雇
用
情
勢
や

企
業
動
向
に
よ
り
、
給
与
所

得
も
変
動
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
中
長
期
的
に
は
、
少

子
高
齢
化
に
伴
う
労
働
力
の

人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、
緩

や
か
な
減
少
傾
向
は
避
け
ら

れ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
法
人
町
民
税
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
景
気
動
向

が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回

復
し
た
場
合
、
順
調
に
推
移

し
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す

が
、
経
済
情
勢
に
よ
っ
て
は
、

税
収
の
増
減
幅
が
大
き
く
な

る
年
度
も
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

（
そ
の
他
の
質
疑
項
目
）

【
経
常
収
支
比
率
が
前
年
度

と
比
べ
、
下
が
っ
た
理
由
に

つ
い
て
】
ほ
か
４
問

日
本
共
産
党

愛
川
町
議
員
団

 �（
鈴
木 

信
一 

議
員
）

種
で
は
、
積
極
的
な
設
備
投

資
を
行
う
企
業
も
見
ら
れ
た

た
め
、
予
算
額
に
比
べ
約
４

３
８
万
円
の
増
額
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

（
そ
の
他
の
質
疑
項
目
）

【
民
生
費
決
算
額
が
前
年
度

よ
り
大
幅
減
と
な
っ
た
主
な

理
由
に
つ
い
て
】
ほ
か
７
問

界
経
済
情
勢
を
考
慮
す
る
と
、

基
金
残
高
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
弾

力
的
な
行
財
政
運
営
の
一
助

と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
そ
の
他
の
質
疑
項
目
）

【
衛
生
費
に
係
る
不
用
額
の

主
な
内
容
に
つ
い
て
】

ほ
か
３
問

あ
す
か
み
ら
い

（
小
島 

総
一
郎 

議
員
）

浸水
地震

土石流
干ばつ

洪水
山火事災 害

町
長　
突
発
的
な
自
然
災

害
や
社
会
情
勢
の
変
化
に

よ
る
税
収
減
へ
の
備
え
と

し
て
基
金
を
積
立
。

町
長　
補
助
金
10
％
削
減

に
よ
り
財
源
確
保
。
団
体

の
運
営
努
力
で
、
大
き
な

支
障
な
く
目
的
達
成
。

町
長　

法
人
町
民
税
で

は
、
今
後
の
景
気
動
向
が

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回

復
し
た
場
合
、
順
調
に
推

移
し
て
い
く
と
予
想
。

町
長　
償
却
資
産
に
お
い

て
、
物
流
や
製
造
と
い
っ

た
一
部
の
業
種
で
は
、
積

極
的
な
設
備
投
資
を
行
う

企
業
も
見
ら
れ
た
。

令和4年11月15日
可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討
論
・
決
算
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

一
般
質
問
・
議
会
ク
イ
ズ

意
見
交
換
会
等
・
お
知
ら
せ

常
任
委
員
会
・
討
論
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国
民
健
康
保
険
税

の
不
納
欠
損
額
が
前

年
度
よ
り
増
と
な
っ
た
主

な
理
由
に
つ
い
て

問 公
明
党

�

（
井
出 

一
己 

議
員
）

　

令
和
３
年
度
の
当
初
予
算

の
編
成
に
当
た
り
、
町
税
の

大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
の
確

保
や
事
務
事
業
の
見
直
し
に

努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
各
種
団
体

が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
事
業

内
容
や
運
営
方
法
を
見
直
し
、

で
き
る
限
り
の
事
務
事
業
執

行
に
努
め
ら
れ
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
も
、
長
引
く

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
し
か

も
不
透
明
な
社
会
経
済
情
勢

の
中
で
、
各
種
団
体
の
運
営

に
は
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
大
き

な
支
障
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
を
達
成
さ
れ
た
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

（
そ
の
他
の
質
疑
項
目
）

【
介
護
保
険
特
別
会
計
：

国
庫
支
出
金
が
増
額
と
な
り
、

支
払
基
金
交
付
金
が
減
と
な

っ
た
理
由
に
つ
い
て
】　

ほ
か
８
問

　

町
議
会
で
は
、
町
が
来
年
度
の

策
定
を
予
定
し
て
い
る
「
第
６
次

愛
川
町
総
合
計
画
（
案
）」
を
調

査
す
る
た
め
、全
議
員
に
よ
り「
議

会
検
討
会
」
を
設
置
し
、
本
年
２

月
か
ら
こ
れ
ま
で
全
９
回
に
わ
た

り
議
論
を
重
ね
、７
月
に
は
意
見
・

提
言
書
を
町
長
に
提
出
し
、
10
月

に
は
そ
の
回
答
に
対
す
る
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
内
容
】

①
地
区
防
災
計
画
策
定
を
表
記
す

る
考
え
に
つ
い
て

②
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
の
利
用

者
数
な
ど
、
健
康
状
態
に
関
す
る

成
果
指
標
を
追
加
し
な
い
理
由
に

つ
い
て

③
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

町
側
と
住
民
代
表
で
あ
る
議
会
と

の
間
で
協
議
の
場
を
設
け
る
考
え

に
つ
い
て

④
「
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
」

を
目
指
す
基
本
的
な
考
え
に
つ
い

て⑤
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
に
関

す
る
文
言
を
追
加
す
る
考
え
に
つ

い
て

　

令
和
３
年
度
の
不
納
欠
損

額
は
、
３
，
４
０
９
万
円
余

り
で
、
令
和
２
年
度
と
比
較

す
る
と
６
２
３
万
円
余
り
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
不
納

欠
損
に
つ
い
て
は
、
公
平
性

確
保
の
観
点
か
ら
、
財
産
が

あ
る
場
合
に
は
差
押
え
に
よ

る
時
効
の
中
断
に
努
め
る
な

ど
、
安
易
に
不
納
欠
損
と
す

る
こ
と
な
く
、
徴
収
努
力
を

続
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
滞
納
者

本
人
が
既
に
死
亡
し
て
お
り
、

相
続
人
の
全
員
が
相
続
放
棄

を
し
て
い
る
な
ど
、
納
税
義

務
を
承
継
す
る
相
続
人
が
い

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
滞
納
処
分
が
で

き
る
財
産
も
な
く
、
地
方
税

法
の
規
定
に
よ
り
滞
納
処
分

停
止
を
行
い
、
５
年
の
時
効

を
待
た
ず
に
、
即
時
に
納
税

義
務
を
消
滅
さ
せ
た
理
由
な

ど
か
ら
、
令
和
２
年
度
よ
り

も
不
納
欠
損
額
が
増
額
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
保
険

税
は
、
国
保
制
度
の
根
幹
を

な
す
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
安
定
的
な
国
保
制

度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
、
不
納
欠
損
額
や
収
入
未

済
額
の
縮
減
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
、

適
切
な
徴
収
業
務
を
徹
底
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
そ
の
他
の
質
疑
項
目
）

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
よ
る
収
入
・
支

出
額
の
増
減
に
つ
い
て
】

ほ
か
５
問

第
６
次
愛
川
町
総
合
計
画
議
会
検
討
会

議会検討会において町側に質疑をする議員

町
長
　
滞
納
者
本
人
の
死

亡
の
ほ
か
、
相
続
人
全
員

が
相
続
放
棄
を
し
て
い
る

な
ど
、
や
む
を
得
ず
即
時

に
納
税
義
務
を
消
滅
。

　

今
後
は
、
議
会
基
本
条
例
に
規
定
す
る
特
別
委
員

会
を
設
置
し
て
、
最
終
的
な
審
査
を
行
う
予
定
で
す
。

第175号可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討
論
・
決
算
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

一
般
質
問
・
議
会
ク
イ
ズ

意
見
交
換
会
等
・
お
知
ら
せ

常
任
委
員
会
・
討
論
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常 任 委 員 会 で の 審 査
　令和３年度事業の決算審議をより詳細に行うため、各常任委員会で８月に現地調査を行いました。また、
９月13日から16日までは、各事業に対する質疑及び事務事業評価を行いました。内容の一部を紹介します。

　

８
月
９
日
に
、
中
津
浄
水

場
の
送
水
量
計
更
新
工
事
や

半
原
水
源
地
跡
地
の
既
存
建

物
解
体
工
事
な
ど
、
８
箇
所

の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
９
月
13
日
及
び

15
日
は
各
事
業
に
対
す
る
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

【
評
価
】

　

お
お
む
ね
良
好
か
つ
適
正

に
執
行
し
て
い
る
。

答　
令
和
３
年
度
か
ら
本
格

的
に
町
内
産
の
有
機
栽
培
野

菜
や
豚
肉
を
学
校
給
食
の
食

材
と
し
て
、
積
極
的
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
地
場
産
食

材
を
用
い
た
給
食
献
立
の
開

発
な
ど
に
つ
い
て
も
注
力
す

る
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
で
、
地
産
地
消

の
推
進
に
努
め
た
も
の
で
す
。

　

８
月
10
日
に
、
田
代
運
動

公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
床
面

改
修
工
事
や
旧
半
原
小
学
校

な
ど
、
５
箇
所
の
現
地
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

９
月
14
日
及
び
16
日
は
各
事

業
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

【
評
価
】

　

良
好
か
つ
適
正
に
執
行
さ

れ
て
い
る
。

総
務
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

答　
町
内
で

撮
影
し
た
魅

力
的
な
写
真

を
町
内
外
の

方
に
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
へ

投
稿
し
て
い

た
だ
き
、
優

秀
作
品
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
本
町
の
Ｐ

Ｒ
を
行
う
事
業
で
す
。
経
費

の
詳
細
は
、
作
品
の
応
募
や

公
開
す
る
た
め
の
専
用
サ
イ

ト
の
運
営
経
費
が
52
万
８
千

円
で
、
毎
月
の
最
優
秀
作
品

応
募
者
へ
の
賞
品
代
が
２
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答　
子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
親

子
の
遊
び
と
交
流
の
場
の
ほ

か
、
育
児
に
関
す
る
悩
み
ご

と
の
相
談
、
情
報
提
供
の
場

と
し
て
実
施
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
相
談
内
容
は
、
食
事
や

睡
眠
、
排
泄
な
ど
の
基
本
的

生
活
習
慣
に
関
す
る
相
談
が

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

自
ら
ご
み
収
集
所
に
ご
み

を
出
す
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
世
帯
等
を
対
象
に
、
在
宅

で
の
生
活
が
維
持
で
き
る
よ

う
、
見
守
り
を
兼
ね
て
玄
関

先
な
ど
に
出
さ
れ
た
ご
み
を

戸
別
に
収
集
す
る
「
愛
川
町

ふ
れ
あ
い
戸
別
収
集
」
に
用

い
る
ご
み
収
集
容
器
を
購
入

す
る
経
費
で
す
。
経
費
の
詳

細
は
、
ご
み
収
集
容
器
15
基

分
の
購
入
費
と
し
て
２
万
３
，

９
２
５
円
を
支
出
し
た
も
の

で
す
。

質疑9月13日

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

推
進
事
業
費

　
　
「
い
い
ね
っ
愛
川

町
毎
月
フ
ォ
ト
コ
ン

Ⅱ
」
開
催
経
費
の
詳

細
に
つ
い
て

問

質疑9月14日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等

運
営
事
業
費

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
た
子
育

て
サ
ロ
ン
の
主
な
相
談

内
容
と
成
果
に
つ
い
て

問

質疑9月15日

ご
み
収
集
運
搬

処
理
経
費

　
　

ご
み
出
し
困
難

者
戸
別
収
集
事
業
費

の
詳
細
に
つ
い
て

問

質疑9月16日

給
食
管
理
経
費

　
　
町
内
産
の
野
菜・

卵
・
豚
肉
等
を
活
用

し
た
地
産
地
消
の
詳

細
に
つ
い
て

問

現地
8/9
町
営
三
増
住
宅
外

壁
・
屋
根
改
修
工
事

現地
8/10
旧
半
原
小
学
校
「
懐

か
し
の
学
び
舎や

」
再

現
事
業

三増住宅で現地調査をする様子

旧半原小学校で現地調査をする様子
　

こ
の
事
業
の
成
果
に
つ
い

て
は
、
親
か
ら
「
相
談
し
て

気
持
ち
が
和
ら
い
だ
」
と
い

っ
た
声
が
届
い
て
お
り
、
不

安
や
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
繋

が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

令和4年11月15日
可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討
論
・
決
算
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

一
般
質
問
・
議
会
ク
イ
ズ

意
見
交
換
会
等
・
お
知
ら
せ

常
任
委
員
会
・
討
論
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各会派が町長提出議案に対する討論を行いました。内容の一部を紹介します。

討討 論論
※議会における「討論」とは提出された議案に対して「賛成・反対」の旨とその理由を述べて、
　他の議員を自己の意思に賛同させることを目的とする発言のことです。

賛成
日
本
共
産
党
愛
川
町
議
員
団

井
上　
博
明 

議
員　
　

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
を
除
き
、
他
の
全
て
の
議

案
に
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論

し
ま
す
。

【
補
助
金
交
付
に
よ
り
、
初

め
て
待
機
者
ゼ
ロ
を
達
成
】

　

民
生
費
で
は
、
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備

事
業
に
お
い
て
、
待
機
児
童

対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
中

津
幼
稚
園
に
対
し
、
整
備
費

用
等
の
補
助
金
を
交
付
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

愛
川
町
で
は
初
め
て
待
機
児

童
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
待
機
児
童
が
生
ま

れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
保
育
内
容
の
質
の
向
上

に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
の
健
全
な
財
政

運
営
。
翌
年
度
１
，
４
０
０

万
円
の
繰
り
越
し
】

　

介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
と
な
る

２
０
２
５
年
、
さ
ら
に
団
塊

の
シ
ニ
ア
世
代
の
急
増
や
現

役
世
代
の
急
減
す
る
２
０
４

０
年
を
見
据
え
た
中
長
期
的

な
視
点
に
立
ち
、
令
和
３
年

度
も
健
全
な
介
護
保
険
財
政

の
運
営
に
努
め
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
収
入
未
済
額
、
不

用
額
の
減
少
に
よ
り
、
実
質

収
支
１
，
４
０
０
万
円
余
り

の
額
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し

で
き
た
こ
と
は
、
大
い
に
評

価
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
高
齢
者

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ

も
変
容
し
、
訪
問
系
の
サ
ー

ビ
ス
の
増
加
が
顕
著
に
現
れ

て
い
ま
す
の
で
、
介
護
事
業

者
の
声
も
し
っ
か
り
と
真
摯

に
受
け
止
め
、
第
９
期
計
画

の
基
礎
調
査
の
充
実
に
今
後

と
も
努
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

賛成
あ
い
か
わ
の
聲

玉
利　
優 

議
員　

　

全
議
案
に
対
し
、
賛
成
の

立
場
か
ら
、
意
見
・
要
望
を

交
え
て
討
論
し
ま
す
。

【
大
型
物
流
施
設
の
企
業
誘

致
に
よ
り
増
収
を
期
待
】

　

町
税
全
体
で
は
、
前
年
比

に
比
べ
１
億
１
，
９
１
２
万

円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
は
、
圏
央
道

の
開
通
を
契
機
と
し
て
、
大

型
物
流
施
設
が
多
数
進
出
し
、

今
後
も
新
た
な
参
入
企
業
に

よ
り
、
建
て
替
え
や
設
備
投

資
に
よ
る
資
産
価
値
の
上
昇

に
伴
い
増
収
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
就

業
人
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る

よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
物 

流
施
設
の
誘
致
は
歓
迎
す
べ

き
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
こ
う
し
た
企
業
誘

致
の
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
教
職
員
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
実
施
で
離
職
防
止
に
活
用
】

　

教
育
費
で
は
、
小
中
学
校

の
教
職
員
が
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
を
受
診
し
た
こ
と
に
よ

り
、
自
分
の
ス
ト
レ
ス
程
度

を
把
握
し
、
適
切
な
ケ
ア
を

す
る
こ
と
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
と
な
る
こ
と
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
の
き
っ

か
け
づ
く
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
高
ス
ト
レ
ス
者
へ
の
対

策
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

教
職
員
の
離
職
防
止
な
ど
に

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評

価
し
ま
す
。

賛成
令
和
あ
い
か
わ

阿
部　
隆
之 

議
員　

　

全
議
案
に
対
し
賛
成
の
立

場
か
ら
、
提
言
を
交
え
て
討

論
し
ま
す
。

【
コ
ロ
ナ
サ
ポ
ー
ト
窓
口
や

食
料
支
援
で
陽
性
者
を
手
厚

く
サ
ポ
ー
ト
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
に
関
す
る
事

業
で
は
、
愛
川
町
ワ
ク
チ
ン

接
種
情
報
の
チ
ラ
シ
を
全
戸

配
布
し
、
周
知
に
努
め
た
結

果
、
65
歳
以
上
の
方
の
３
回

目
接
種
率
が
約
９
割
を
達
成

し
、
非
常
に
高
い
数
字
を
近

隣
自
治
体
よ
り
も
早
い
段
階

で
達
成
で
き
た
こ
と
。
ま
た
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
以
外
に
お
い

て
も
、
町
独
自
の
支
援
策
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
サ
ポ
ー

ト
窓
口
の
設
置
や
自
宅
療
養

者
に
対
す
る
食
料
支
援
の
ほ

か
、
妊
産
婦
を
対
象
と
し
た

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布
し

物流施設の誘致に期待します

第175号可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討
論
・
決
算
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

一
般
質
問
・
議
会
ク
イ
ズ

意
見
交
換
会
等
・
お
知
ら
せ

常
任
委
員
会
・
討
論
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賛成
あ
す
か
み
ら
い

山
中　
正
樹 
議
員　

　

全
議
案
に
対
し
賛
成
の
立

場
か
ら
討
論
し
ま
す
。

【
印
鑑
証
明
書
等
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
始
ま
る
】

　

条
例
関
係
で
は
、
愛
川
町

印
鑑
条
例
の
一
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
年

10
月
よ
り
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
設
置
さ

れ
て
い
る
端
末
機
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し

て
、
印
鑑
登
録
証
明
書
等
を

取
得
で
き
る
よ
う
に
規
定
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。
町
民

の
利
便
性
向
上
に
期
待
し
ま

す
。

【
積
立
金
現
在
高
は
前
年
度

比
７
億
円
余
り
の
増
。
老
朽

化
し
た
施
設
整
備
の
財
源
に

不
足
な
し
】

　

財
政
状
況
で
は
、
令
和
３

年
度
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延

の
影
響
を
引
き
続
き
受
け
た

行
政
運
営
の
１
年
間
と
な
り

ま
し
た
。
財
政
的
に
は
厳
し

い
状
況
で
は
あ
る
も
の
の
、

積
立
金
現
在
高
は
27
億
円
余

り
で
、
前
年
度
比
７
億
円
余

り
の
増
、
突
発
的
な
災
害
や

今
後
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

の
長
寿
命
化
等
の
整
備
に
あ

た
っ
て
は
財
源
に
不
足
は
な

く
、
一
方
で
地
方
債
現
在
高

は
順
調
に
減
少
し
て
お
り
、

概
観
で
見
て
も
大
き
な
不
安

材
料
は
見
当
た
ら
な
い
状
況

で
す
。
財
政
健
全
化
法
に
基

づ
く
健
全
化
判
断
比
率
等
の

状
況
を
見
て
も
、
全
く
問
題

の
な
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま

す
。賛成

公
明
党

岸
上　
敦
子 

議
員　

　

全
議
案
に
対
し
賛
成
の
立

場
か
ら
討
論
し
ま
す
。

【
交
付
金
活
用
で
景
気
盛
り

ア
ゲ
券
の
配
布
。
売
上
増
で

大
き
な
経
済
効
果
あ
り
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス
ル
感

染
症
対
応
に
係
る
「
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
、

原
油
価
格
、
物
価
高
騰
な
ど

へ
支
援
策
が
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
交
付
金
を
活
用
し

た
中
で
も
「
あ
い
か
わ
景
気

盛
リ
ア
ゲ
券
」
第
２
弾
で
は
、

総
額
１
億
１
，
０
９
８
万
９

千
円
が
町
内
の
店
舗
で
利
用

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
盛
リ

ア
ゲ
券
利
用
の
際
は
お
つ
り

が
出
な
い
た
め
、
額
面
以
上 

の
追
加
支
出
あ
っ
た
こ
と
も

踏
ま
え
る
と
、
大
変
大
き
な

経
済
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
多

く
の
事
業
者
か
ら
「
売
上
げ

が
増
加
し
効
果
が
あ
っ
た
」

と
い
っ
た
回
答
の
ほ
か
、
町

民
か
ら
も
「
コ
ロ
ナ
禍
で
生

活
の
支
援
に
な
っ
た
」
と
い

っ
た
声
か
ら
こ
の
取
り
組
み

を
高
く
評
価
し
ま
す
。

【
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
の
配

布
で
外
出
支
援
と
健
康
づ
く

り
の
増
進
図
る
】

　

民
生
費
で
は
、
高
齢
者
タ

ク
シ
ー
助
成
事
業
の
対
象
年

齢
に
係
る
制
限
を
85
歳
以
上

か
ら
80
歳
以
上
に
緩
和
し
た

と
こ
ろ
、
令
和
２
年
度
の
申

請
者
は
１
０
８
名
で
し
た
が
、

令
和
３
年
度
の
申
請
者
は
１

６
６
名
と
増
加
し
ま
し
た
。

通
院
を
は
じ
め
買
物
等
へ
の

外
出
支
援
と
健
康
づ
く
り
の

増
進
が
図
れ
た
こ
と
を
評
価

し
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
で
は
、
妊

婦
が
安
心
し
て
出
産
に
臨
め

る
よ
う
、
ま
た
乳
幼
児
の
疾

病
異
常
の
早
期
発
見
が
で
き

る
よ
う
各
種
の
健
康
診
査
訪

問
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
ま
で
、
育
児

に
関
す
る
悩
み
等
の
対
応
や

経
済
的
な
負
担
の
軽
減
な
ど
、

切
れ
目
の
な
い
事
業
に
展
開

を
期
待
し
ま
す
。

持続可能な公共施設整備に期待します

右記の2次元コードを
読み込むと音楽祭の
動画がご覧になれます

た
こ
と
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
４
回
目
そ
し
て

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ

ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る
５
回

目
接
種
の
対
応
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
若
者
た
ち
の
音
楽
祭
等
、

イ
ベ
ン
ト
中
止
で
も
出
来
る

こ
と
を
見
い
だ
し
文
化
振
興

に
努
め
る
】

　

教
育
費
で
は
、
数
々
の
イ

ベ
ン
ト
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
中
、
若
者

た
ち
の
音
楽
祭
に
関
し
て
は
、

文
化
会
館
で
の
生
演
奏
を
聴

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ シミュレーションを重ね、スムーズに

ワクチン接種を進めることができました。
デ
オ
３
作
品
を
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
公
開
し
、
多
く
の
再
生

回
数
を
得
て
い
ま
す
。
少
し

で
も
で
き
る
こ
と
を
前
に
進

め
よ
う
と
い
う
姿
勢
は
、
大

い
に
評
価
し
ま
す
。

令和4年11月15日
可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討
論
・
決
算
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

一
般
質
問
・
議
会
ク
イ
ズ

意
見
交
換
会
等
・
お
知
ら
せ

常
任
委
員
会
・
討
論
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下記の２次元
コードを読み
込むと意見書
の全文がご覧
になれます

国
へ
意
見
書
を
提
出

令和3年度決算を認定
◎
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◎�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定（

以
上
、賛
成
全
員
）

◎�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

（
賛
成
12
人
、反
対
３
人
）

◎�
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

◎�

公
共
下
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の

処
分
及
び
決
算
の
認
定

◎�

水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及

び
決
算
の
認
定（

以
上
、賛
成
全
員
）

決
算
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
の
で
、
左
記
の
２

次
元
コ
ー
ド
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
※
広
報

あ
い
か
わ
の
ペ
ー
ジ
に

移
動
し
ま
す
）

令和3年度 各会計決算額
会　　計 歳　　 入 歳　　 出

一　般　会　計 155億3,821万6千円 147億7,429万4千円

特別
会計

国民健康保険 49億4,659万2千円 49億2,663万2千円

後 期 高 齢 者
医 療 5億3,975万7千円 5億1,331万9千円

介 護 保 険 31億9,268万2千円 31億7,860万5千円

企業
会計

公 共 下 水 道
事 業 15億6,415万8千円 18億5,649万6千円

水 道 事 業 7億8,568万4千円 9億6,230万1千円

合　　　　　計 265億6,708万9千円 262億1,164万7千円

国
に
よ
る
義
務
教
育
財
源
の
保
障
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
・
向
上

並
び
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

１�　

教
育
の
機
会
均
等
、
水
準
の
維
持
・
向
上
、
無
償
制
の
維
持
に
不
可
欠
な
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
を
存
続
・
拡
充
さ
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
学
校
事
務
職
員
・
学
校
栄
養

職
員
を
そ
の
対
象
か
ら
外
さ
な
い
こ
と
。
さ
ら
に
、
義
務
教
育
教
科
書
無
償
制
度
を
継

続
す
る
こ
と
。

２�　

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
、
小
学
校
の
35
人
以
下
学
級
を
計
画
的

に
進
め
、
中
学
校
で
の
35
人
以
下
学
級
を
早
急
に
策
定
す
る
こ
と
。
ま
た
30
人
以
下

学
級
の
実
現
に
向
け
て
検
討
す
る
こ
と
。

３�　

学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
の
是
正
を
実
現
し
、
教
職
員
が
子
ど
も
と
向

き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
加
配
の
配
置
増
な
ど
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進

す
る
こ
と
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
、
介
助
員
等
の
専
門
ス
タ

ッ
フ
職
の
拡
充
、
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
予
算
を
確
保
・
拡
充
す
る
こ
と
。

４�　

子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添
う
た
め
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

　
　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　

令
和
４
年
９
月
22
日

　

�

内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣
・
総
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣　

殿
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●意見が分かれた議案� ○…賛成、●…反対

議案番号
議員名

議案等の件名

公明党 日本共産党 
愛川町議員団 あいかわの聲 令和

あいかわ あすかみらい
無
所
属

議決結果井
出
　
一
己

佐
藤
　
り
え

岸
上
　
敦
子

鈴
木
　
信
一

井
上
　
博
明

小
林
　
敬
子

熊
坂
　
崇
徳

渡
辺
　
　
基

玉
利
　
　
優

阿
部
　
隆
之

馬
場
　
　
司

茅
　
　
孝
之

山
中
　
正
樹

小
島
総
一
郎

木
下
眞
樹
子

佐
藤
　
　
茂

町長提出
第６１号

令和３年度愛川町後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算の認定について ○○○●●●○

議
長
は
採
決
に

加
わ
り
ま
せ
ん

○○○○○○○○ 認　 定

陳 情
第� ６� 号

国による義務教育財源の保障、教育の
機会均等と水準の維持・向上並びにゆ
きとどいた教育の実現を求める陳情

○○○○○○〇
議
長
は
採
決
に

加
わ
り
ま
せ
ん

〇○○○○○○
●（
趣
旨
了
承
）

採　 択

議員提出
第� ２� 号

国による義務教育財源の保障、教育の機会均
等と水準の維持・向上並びにゆきとどいた教
育の実現を求める意見書の提出について

○○○○○○〇
議
長
は
採
決
に

加
わ
り
ま
せ
ん

〇○○○○○○● 可　 決

●全会一致の議案
議案番号 案　　件 議決結果
町長提出
第５５号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　 意
町長提出
第５６号 教育委員会委員の任命について 同　 意
町長提出
第５７号 愛川町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 可　 決
町長提出
第５８号 愛川町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　 決
町長提出
第５９号 令和３年度愛川町一般会計歳入歳出決算の認定について 認　 定
町長提出
第６０号 令和３年度愛川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　 定
町長提出
第６２号 令和３年度愛川町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　 定
町長提出
第６３号 令和３年度愛川町公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認　 定
町長提出
第６４号 令和３年度愛川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認　 定
町長提出
第６５号 令和４年度愛川町一般会計補正予算（第５号） 可　 決
町長提出
第６６号 令和４年度愛川町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可　 決
町長提出
第６７号 町道路線の認定について 可　 決
町長提出
第６８号 愛川町と厚木市との住民票の写しの相互交付事務の委託の廃止に係る協議について 可　 決
町長提出
第６９号 愛川町と清川村との住民票の写しの相互交付事務の委託の廃止に係る協議について 可　 決
町長提出
第７０号 令和４年度愛川町一般会計補正予算（第６号） 可　 決
町長提出
第７１号 工事請負契約の変更について（令和４年度平山下平線第１工区改良工事） 可　 決

●全会一致の議案
議案番号 案　　件 議決結果
町長提出
第５３号 令和４年度愛川町一般会計補正予算（第４号） 可　 決
町長提出
第５４号 訴訟上の和解及び損害賠償額の決定について 可　 決

令和４年　第２回７月臨時会　議決一覧表

令和４年　第３回９月定例会　議決一覧表

●陳情（審査の結果机上配付となったもの）�
受理番号 受理年月日 件名 陳情者

5 R4.6.6 中国共産党による臓器収奪の即時停止ならびに人権状況の改善を求
める意見書の提出に関する陳情

兵庫県伊丹市北伊丹1-75
井田　敏美

令和4年11月15日
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せ
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会
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紙面の都合により、発言の一部を掲載しています。詳しくは役場等に備え付
けてある「会議録」をご覧いただくか、インターネットでもご覧になれます。
なお、９月定例会の会議録は、12月頃に完成予定です。

※各議員の写真の横にある２次元コードを読み込むと、本会議での質問動画がスマートフォンやタブレット端末でも、ご覧になれます。

　
本
町
の
水
を
神
奈

川
工
科
大
学
と
調
査

し
た
結
果
、
健
康
長
寿
が
期

待
さ
れ
る
シ
リ
カ
が
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

本
町
の
水
を
特
産
物
と
し
て

販
売
す
る
こ
と
で
、
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
に
繋
が
る
と
思
い

ま
す
が
、
町
の
考
え
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
は

な
く
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

に
あ
る
給
水
ス
タ
ン
ド
を
役

場
や
公
民
館
に
設
置
す
れ

ば
、
少
な
い
初
期
投
資
で
、

多
く
の
町
民
や
県
水
を
利

用
す
る
方
も
シ
リ
カ
水
を

飲
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

そ
こ
で
、
給
水
ス
タ
ン
ド
を

設
置
す
る
町
の
考
え
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

問

問

町
長　
全
国
各
地
の
名
水
が

販
売
さ
れ
て
い
る
た
め
市
場

競
争
が
激
し
く
、
ま
た
施
設

の
改
修
が
必
要
に
な
る
な
ど
、

採
算
を
取
る
こ
と
が
難
し
い

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
安
全

な
水
道
水
を
第
一
に
考
え
、

供
給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

採
算
を
取
る
事
が
難

安
全
供
給
に
努
め
る

設
置
に
は
慎
重

情
報
収
集
に
努
め
る

茅
かや

　孝
たか

之
ゆき

 議員

シリカ※水を使った
シティセールス

茅 　　孝 之　議員　P.11
・美味しい町水の利活用について ほか

井 出　一 己　議員　P.14
・越境樹木の管理について ほか

鈴 木　信 一　議員　P.12
・ハラスメント防止条例制定の考えについて ほか

阿 部　隆 之　議員　P.14
・行政と自治会との共生について

井 上　博 明　議員　P.12
・盛土規制法について ほか

小 林　敬 子　議員　P.15
・臭気対策について

岸 上　敦 子　議員　P.13
・障がい者支援について ほか

玉 利　 　優　議員　P.15
・「誰一人取り残さないまち」の取り組みについて

山 中　正 樹　議員　P.13

熊 坂　崇 徳　議員　P.16

・幼児教育について ほか

・子育て支援策について　ほか

給
水
ス
タ
ン
ド
の
設
置

で
水
道
水
を
給
水
で
き
る
給

水
ス
タ
ン
ド
を
駅
前
な
ど
に

設
置
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
費
用
対
効
果
を
検
証
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
本
町
に

お
け
る
設
置
は
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

　

一
方
で
、
水
道
の
普
及
啓

発
は
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て

お
り
、
本
町
の
水
の
有
効
な

Ｐ
Ｒ
方
法
が
な
い
か
、
情
報

収
集
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
力
の
開
発
・

発
信
に
つ
い
て

スーパーなどで見かける給水スタンド

水
道
事
業
所
長　
水
道
水
の

普
及
啓
発
を
目
指
し
、
無
償

※ シリカとは：肌や爪をきれいに保ち、骨を丈
夫にするなどの効果があると言われている。
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ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、

身
体
的
・
精
神
的
に

追
い
詰
め
る
こ
と
に
よ
り
、

様
々
な
形
態
で
人
を
傷
つ

け
、
う
つ
病
や
退
職
に
追

い
込
む
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
町
に
お
い
て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
例
を
早

急
に
制
定
す
る
考
え
を
伺

い
ま
す
。

問町
長　
条
例
を
制
定
す
る
よ

り
も
研
修
を
重
ね
、
意
識
の

醸
成
を
図
る
こ
と
が
先
決
で

す
。
職
員
同
士
が
信
頼
し
合

え
る
良
好
な
職
場
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

意
識
の
醸
成
を
図
る

良
好
な
職
場
環
境
に

　

盛
土
規
制
法
が
先

般
の
国
会
で
成
立
し

ま
し
た
が
、
盛
土
規
制
法

に
よ
る
津
久
井
農
場
計
画

へ
の
適
用
範
囲
と
今
後
の

町
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

問町
長　
津
久
井
農
場
計
画
地

の
下
流
域
に
あ
た
る
桜
沢
は
、

県
が
指
定
す
る
土
石
流
の
特

別
警
戒
区
域
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
盛
土
に
よ
る
土
砂

災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域

に
つ
い
て
は
、
盛
土
規
制
法

基
礎
調
査
を
把
握

県
に
対
し
意
見
す
る

に
よ
る
規
制
区
域
の
指
定
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
県
知
事
に

対
し
て
、
本
町
の
実
情
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
盛
土
工

事
へ
の
指
導
強
化
な
ど
を
強

く
要
請
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
相
模
原
市
と
情
報

共
有
し
な
が
ら
、
県
が
行
う

工
事
規
制
区
域
の
指
定
の
た

め
に
必
要
と
な
る
、
基
礎
調

査
の
実
施
状
況
を
把
握
す
る

な
ど
、
県
に
対
し
て
必
要
な

意
見
を
し
っ
か
り
と
申
し
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

管
理
さ
れ
て
い
な

い
空
き
家
は
、
近
隣
住

民
へ
の
被
害
も
発
生
し
て
い

る
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
倒

壊
し
そ
う
な
危
険
な
空
き
家

へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。 問

町
長　
一
般
廃
棄
物
総
排
出 

量
の
実
績
は
、
昨
年
度
よ
り

４
９
３
ト
ン
減
少
し
て
１
万

２
，
６
７
５
ト
ン
と
な
り
、

目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。
一

方
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
目
標

に
達
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

改
め
て
ご
み
の
減
量
化
、
資

源
化
を
周
知
し
、
町
民
一
人

ひ
と
り
の
理
解
を
深
め
、
協

力
を
促
す
こ
と
が
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
が
減
少

町
民
の
理
解
と
協
力
を

　

本
町
で
は
、
令
和

２
年
３
月
に
策
定
し

た
「
第
三
次
愛
川
町
一
般

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
ご
み
の
減
量

化
や
リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上

等
の
数
値
目
標
を
掲
げ
、

循
環
型
社
会
形
成
の
推
進

に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
住
民
の

理
解
と
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
そ
こ
で
、
ご
み

処
理
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

問

町
長　
危
険
な
空
き
家
と
な 

っ
た
際
の
対
応
は
、
所
有
者

へ
通
知
を
行
い
、
そ
の
後
改 

善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
、

直
接
訪
問
を
し
て
適
正
管
理

を
促
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
年
度
か
ら
「
危
険
空
き
家

等
解
体
費
の
補
助
金
制
度
」

を
新
た
に
創
設
し
、
危
険
空

き
家
の
解
消
に
努
め
て
い
ま

す
。 所

有
者
へ
適
正
管
理

解
体
費
の
補
助
活
用

鈴
すず

木
き

　信
しん

一
いち

 議員

ハラスメント防止
条例制定の考えは

令和２年度中の調査では308件の空き
家を把握し、空き家バンクへの登録を
促しています。

町内のごみ収集の様子

「
第
三
次
愛
川
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

現
状
と
課
題

倒壊の危険な
空き家対応は

井
いの

上
うえ

　博
ひろ

明
あき

 議員

「
盛
土
規
制
法
」

津
久
井
農
場
計
画
の
適
用
範
囲
は

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討
論
・
決
算
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

常
任
委
員
会
・
討
論

令和4年11月15日

一
般
質
問
・
議
会
ク
イ
ズ

意
見
交
換
会
等
・
お
知
ら
せ
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※�AYA世代とは：思春期・若年成人
のことをいい、15歳から39歳ま
での人たちのこと。

が
ん
終
末
期
の
在
宅
療
養
費
助
成

　

15
歳
か
ら
39
歳
ま

で
の
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の

が
ん
患
者
支
援
と
し
て
、

終
末
期
の
在
宅
療
養
費
の

助
成
を
す
る
考
え
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

問実
績
や
効
果
な
ど
検
証

支
援
の
在
り
方
を
研
究

町
長　
40
歳
未
満
の
方
は
介

護
保
険
の
対
象
外
と
な
る
た

め
、
自
己
負
担
が
高
額
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
県
内

の
自
治
体
で
は
、
横
浜
市
・

大
和
市
・
鎌
倉
市
が
助
成
制

度
を
導
入
し
て
お
り
、
神
奈

川
県
で
は
本
年
度
よ
り
助
成

制
度
を
実
施
し
て
い
る
市
町

村
に
対
し
、
事
業
費
の
３
分

の
１
を
補
助
す
る
制
度
が
開

始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
先

行
自
治
体
の
今
後
の
実
績
や

効
果
な
ど
を
検
証
し
、
県
の

情
報
収
集
に
努
め
る
な
ど
、

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
患
者
で

終
末
期
を
在
宅
で
過
ご
さ
れ

た
い
方
や
そ
の
家
族
に
対
す

る
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
の
外
出
・�

社
会
参
加
支
援
ツ
ー

ル
「
デ
ジ
タ
ル
障
害
者
手

帳
（
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
）
」
の

認
識
と
周
知
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。 問町

長　
デ
ジ
タ
ル
障
害
者
手

帳
な
ど
の
新
た
な
支
援
ツ
ー

ル
が
使
用
可
能
と
な
っ
た
こ

と
は
、
手
帳
所
持
者
の
利
便

性
向
上
に
役
立
つ
も
の
と
捉

え
て
い
ま
す
。
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ

Ｄ
な
ど
の
有
用
な
サ
ー
ビ
ス

情
報
は
、
様
々
な
機
会
で
積

極
的
に
周
知
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

利
便
性
向
上
に
役
立
つ

積
極
的
な
周
知
を
図
る

山
やま

中
なか

　正
まさ

樹
き

�議員

幼稚園が１園減少
幼児教育の大切さ

　

本
春
、
１
園
が
廃

園
し
、
１
園
が
認
定

こ
ど
も
園
に
移
行
さ
れ
た

こ
と
で
、
町
内
の
純
粋
な

幼
稚
園
は
１
園
と
な
り
ま

し
た
。
初
等
教
育
の
前
教

育
は
、子
ど
も
の
基
礎
で
す
。

そ
こ
で
、
幼
児
教
育
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
穀
物
を
中
心
に
必

需
品
が
高
騰
し
て
お

り
、
自
給
自
足
に
真
剣
に

取
り
組
む
段
階
に
来
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
学
校
給

食
に
お
け
る
地
場
産
物
の

活
用
割
合
と
栄
養
教
諭
に

よ
る
指
導
回
数
に
つ
い
て
、

ま
た
、農
林
水
産
省
の
「
第

４
次
食
育
推
進
基
本
計
画
」

の
取
り
組
み
目
標
に
向
け

て
の
方
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

問

問

町
長　
幼
児
が
日
々
過
ご
す

環
境
で
の
教
育
は
重
要
で
あ

り
、
高
齢
者
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ

掘
り
な
ど
で
交
流
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
豊
か
な
心
を
育

ん
で
い
ま
す
。
幼
児
教
育
は

人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
意

義
が
あ
る
た
め
、
子
ど
も
達

が
未
来
を
切
り
拓
け
る
よ
う

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

教
育
長　
地
場
産
物
の
使
用

割
合
は
、
令
和
２
年
度
が

日
々
過
ご
す
環
境
重
要

人
格
形
成
の
意
義
あ
り

県
平
均
大
き
く
上
回
る

栄
養
教
諭
指
導
を
向
上

学
校
給
食
で
の
地
場
産
物
の
活
用

岸
きし

上
がみ

　敦
あつ

子
こ

�議員

19
．
８
％
だ
っ
た
も
の
に
対 

し
、
令
和
３
年
度
は
25
．
６

％
と
増
加
と
な
り
、
県
内
市

町
村
平
均
の
17
．
６
％
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
長　
栄
養
教
諭

が
在
籍
し
て
い
る
中
津
第
二

小
学
校
に
お
い
て
、
令
和
４

年
の
月
平
均
指
導
回
数
は
７

回
程
度
で
す
。（
４
月
〜
７
月
）

健
康
推
進
課
長　
「
第
４
次

食
育
推
進
基
本
計
画
」
の
取

り
組
み
目
標
に
向
け
て
の
方

策
は
、「
愛
川
町
健
康
プ
ラ

ン
《
第
４
期
》」
に
目
標
値

を
明
記
す
る
方
向
で
検
討
し

ま
す
。

外出及び社会参加
認識と周知の取組

「デジタル障害者手帳（ミライロID）」

←�デジタル障害
者手帳の情報
はこちら

※�認定こども園とは：修学前の教育、保育
を一体的に受けられる、幼稚園と保育
所の良さを持っている施設。

※

※

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討
論
・
決
算
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

常
任
委
員
会
・
討
論

第175号

一
般
質
問
・
議
会
ク
イ
ズ

意
見
交
換
会
等
・
お
知
ら
せ
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令
和
３
年
に
民
法

が
改
正
さ
れ
、
一
定

の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、

土
地
所
有
者
は
越
境
し
た

樹
木
の
切
除
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
今
後
、
越
境
樹

木
管
理
の
課
題
解
決
に
向

け
た
本
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問町
長　
引
続
き
当
事
者
間
の

話
合
い
に
よ
る
解
決
が
原
則

で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
相

互
理
解
に
よ
る
問
題
解
決
を

促
し
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５

年
４
月
か
ら
の
法
施
行
を
踏

ま
え
、
情
報
提
供
を
行
う
と

と
も
に
、
窓
口
の
相
談
対
応

で
も
具
体
的
な
対
処
方
法
を

情
報
提
供
と
窓
口
相
談

課
題
解
決
へ
取
り
組
む

　
持
続
性
の
あ
る
地

域
づ
く
り
を
考
え
た

場
合
、
行
政
と
の
共
生
が

大
変
重
要
と
考
え
ま
す
が
、

本
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問町
長　
有
事
の
時
こ
そ
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
高
め
、

地
域
の
絆
強
め
る
こ
と

区
長
会
と
共
に
取
組
む

絆
を
強
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、

地
域
づ
く
り
活
動
交
付
金
な

ど
の
有
効
活
用
、
ま
た
配
布

物
や
回
覧
物
を
隔
月
と
す
る

な
ど
の
負
担
軽
減
を
図
り
な

が
ら
、
今
後
も
時
勢
に
沿
っ

た
自
治
会
活
動
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
区
長
会
と
一
緒
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

自
治
会
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
の
向
上
や
若

年
層
世
帯
の
加
入
促
進
の

た
め
に
は
、
自
治
会
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
、

自
治
会
単
独
で
の
情
報
収

集
や
実
践
は
非
常
に
困
難

で
す
。
そ
こ
で
、
未
来
志
向

の
自
治
会
の
在
り
方
、
研
究

等
に
対
す
る
支
援
の
考
え

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問行
政
推
進
課
長　
区
長
会
議

に
お
い
て
各
行
政
区
の
先
進

的
な
取
り
組
み
に
関
す
る
情

報
共
有
を
行
う
こ
と
は
も
と

よ
り
、
町
職
員
が
参
加
し
て

い
る
県
内
市
町
村
の
自
治
会

情
報
収
集
と
提
供

効
果
的
な
支
援
策 阿

あ

部
べ

　隆
たか

之
ゆき

 議員

自治会のＩＣＴ化
未来志向への支援

道路に越境している樹木の様子

市
の
事
故
を
受
け
、
通
学
路

の
危
険
箇
所
の
調
査
を
前
倒

し
て
、
８
月
に
合
同
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
。
９
月
に
も

協
議
会
に
よ
る
合
同
点
検
を

行
い
18
箇
所
の
危
険
箇
所
を

確
認
し
、
区
画
線
の
補
修
や

カ
ラ
ー
舗
装
工
事
な
ど
各
種

の
措
置
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
道
路
の
「
ゾ

ー
ン
30
」
の
指
定
は
、
相
談

が
寄
せ
ら
れ
た
時
点
で
厚
木

警
察
署
と
指
定
区
域
へ
の
影

響
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
検

証
し
、
ほ
か
の
安
全
確
保
策

も
含
め
、
協
議
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長　
昨
年
は
千
葉
県
八や
ち

街ま
た

危
険
箇
所
の
確
認
補
修

安
全
対
策
に
継
続
取
組

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
「
継
続
的
に
通
学

路
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
関
係
機
関
に
よ
り
合

同
会
議
を
行
い
、
対
策
を

講
じ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
安
全
対
策
の

実
施
状
況
と
そ
の
効
果
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

通
学
路
が
含
ま
れ
る
こ
と

も
多
い
、
生
活
道
路
の
安

全
対
策
に
「
ゾ
ー
ン
30
」

を
整
備
す
る
考
え
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

問 通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

行
政
と
自
治
会
の
共
生
が
重
要

井
い

出
で

　一
かず

己
み

 議員

越境樹木の管理
法改正で切除可能

提
案
す
る
な
ど
課
題
解
決
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

支
援
に
関
す
る
担
当
者
ワ
ー

キ
ン
グ
等
も
活
用
し
て
、
地

域
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
い

っ
た
先
進
事
例
に
係
る
情
報

の
収
集
及
び
提
供
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
区
長
会
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
効
果
的
な
支
援

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討
論
・
決
算
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

常
任
委
員
会
・
討
論

令和4年11月15日

一
般
質
問
・
議
会
ク
イ
ズ

意
見
交
換
会
等
・
お
知
ら
せ
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小
中
学
校
の
不
登
校
対
応
策

　
不
登
校
の
児
童
生

徒
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
小
中
学
校
に
お
け
る

対
応
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問個
別
支
援
と
対
応
検
討

相
談
体
制
の
充
実
図
る

教
育
長　
不
安
や
悩
み
を
相

談
で
き
ず
一
人
で
抱
え
込
ん

だ
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
児

童
・
生
徒
が
気
軽
に
相
談
で

き
る
よ
う
、
相
談
体
制
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
周
囲

の
大
人
が
子
供
た
ち
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
受
け
止
め
、
組
織
的
な

支
援
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
小
・
中
学
校
に

配
置
さ
れ
た
教
育
相
談
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、

個
別
の
支
援
と
対
応
策
を
検

討
す
る
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
組
織

的
に
き
め
細
や
か
な
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
（
性
的

少
数
者
）
の
声
を
聞

き
、
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
が

理
想
的
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
性
的
少
数

者
に
配
慮
し
た
申
請
書
の

性
別
の
記
載
や
、
ト
イ
レ

の
使
い
分
け
に
つ
い
て
町

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問町
長　
自
ら
の
性
別
に
違
和 

感
を
持
つ
性
的
少
数
者
の
方

の
中
に
は
、
申
請
書
な
ど
性

別
記
載
へ
の
抵
抗
感
や
悩
み

を
感
じ
る
方
も
い
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
町

が
使
う
申
請
書
な
ど
の
各
種

の
様
式
に
お
い
て
は
、
法
令

上
の
根
拠
ま
た
は
業
務
上
の 

性
別
記
載
を
確
認
検
討

多
目
的
ト
イ
レ
で
配
慮

　
住
民
の
臭
気
の
訴

え
に
対
し
、
町
で
は

畜
産
業
者
に
原
因
究
明
や

必
要
な
対
策
を
講
じ
る
よ

う
指
導
し
て
き
た
よ
う
で

す
が
、
事
業
者
か
ら
の
回

答
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
三
増
区
の
臭
気
問

題
は
、
大
幅
に
軽
減

さ
れ
た
と
は
い
え
、
今
も

な
お
近
隣
住
民
の
悩
み
は

続
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
後
の
課
題
と
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

問

農
政
課
長　
養
豚
業
者
か
ら

は
「
飼
育
施
設
の
床
に
敷
か

れ
た
剪
定
枝
の
チ
ッ
プ
が
、

ふ
ん
尿
に
よ
り
腐
敗
し
て
い

る
事
に
気
づ
か
ず
、
臭
気
が

発
生
し
た
。」
ま
た
、
養
鶏
業

者
か
ら
は
「
堆
肥
製
造
処
理

工
程
で
鶏
ふ
ん
の
水
分
量
が

多
い
場
合
、
良
好
な
醗
酵
が

進
ま
ず
、臭
気
が
発
生
し
た
。」

と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

町
長　
本
町
で
は
、
独
自
の

取
り
組
み
と
し
て
、
微
生
物

消
臭
剤
の
購
入
費
助
成
を
す

る
な
ど
臭
気
の
抑
制
に
努
め

て
き
た
結
果
、
以
前
と
比
べ
、

臭
気
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

剪
定
枝
チ
ッ
プ
腐
敗

良
好
な
醗
酵
進
ま
ず

事
業
者
に
対
し
指
導

良
好
な
生
活
環
境
保
全

臭
気
対
策
今
後
の
課
題
と
取
組

　

し
か
し
な
が
ら
、
季
節
の

変
わ
り
目
や
風
向
き
に
よ
っ

て
は
臭
気
が
漂
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
臭
気
が
発
生
し
た

場
合
に
は
直
ち
に
発
生
源
を

確
認
し
、
事
業
者
に
対
し
原

因
究
明
や
必
要
な
対
策
を
講

じ
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
養
鶏
事
業
者
で
は

既
存
堆
肥
舎
の
改
修
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
鶏
ふ
ん
を

早
期
に
醗
酵
さ
せ
る
ロ
ー
タ

リ
ー
式
醗
酵
・
乾
燥
機
が
導

入
さ
れ
ま
す
の
で
、
本
町
と

し
て
も
引
き
続
き
、
臭
気
対

策
に
取
り
組
み
、
良
好
な
生

活
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

住民の臭気の訴え
事業者からの回答

小
こ

林
ばやし

　敬
けい

子
こ

 議員

玉
たま

利
り

　優
まさる

 議員

共生社会の実現
性的少数者へ配慮

三増地区における畜産状況
事業名 飼育数（概算）
養鶏事業 63万羽
養豚事業 6千600頭
酪農事業 50頭

必
要
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

性
別
記
載
欄
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、
確
認
作
業
を
行
い
、

研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
の
使

い
分
け
に
つ
い
て
は
、
町
の

施
設
内
に
整
備
し
て
い
る
多

目
的
ト
イ
レ
に
「
ど
な
た
で

も
ご
自
由
に
お
使
い
く
だ
さ

い
」
と
い
っ
た
表
示
を
行
い
、

性
別
や
障
が
い
の
有
無
に
関

わ
り
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
、

配
慮
に
努
め
て
い
ま
す
。

多目的トイレの案内表示

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討
論
・
決
算
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

常
任
委
員
会
・
討
論

第175号

一
般
質
問
・
議
会
ク
イ
ズ

意
見
交
換
会
等
・
お
知
ら
せ
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現
在
、
学
校
生
活

に
お
い
て
は
マ
ス
ク

の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、体
育・

課
外
授
業
・
部
活
動
な
ど

で
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い

る
と
、
熱
中
症
な
ど
に
よ

り
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
事
案
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
学
校
生

活
に
お
け
る
マ
ス
ク
着
用

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問教
育
長　
本
年
５
月
24
日
に
、

マ
ス
ク
着
用
の
考
え
を
文
部

科
学
省
が
明
確
化
し
た
こ
と

を
受
け
、
小
中
学
校
長
に
対

し
、
十
分
な
身
体
的
距
離
が

確
保
で
き
る
場
合
や
、気
温
・

文
科
省
考
え
明
確
化

熱
中
症
対
策
を
優
先

町
長　
小
児
医
療
費
助
成
を

は
じ
め
、
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
に
努
め
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
、
三
歳

髪
置
き
祝
金
の
支
給
や
、
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
に
関
わ
る
費

用
の
一
部
助
成
を
新
た
に
開

始
し
ま
し
た
。
今
後
も
様
々

な
角
度
か
ら
子
育
て
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
な
ど
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

様
々
な
サ
ポ
ー
ト

環
境
整
備
に
努
め
る

　
町
長
は
、
妊
婦
期

か
ら
子
育
て
ま
で
切

れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実

を
掲
げ
、本
町
独
自
の
様
々

な
施
策
や
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
子

育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充

実
に
向
け
た
、
今
後
の
重

要
施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問 子
育
て
支
援
今
後
の
重
要
施
策

湿
度
・
暑
さ
指
数
が
高
い
日
、

体
育
の
授
業
等
の
ほ
か
、
熱

中
症
リ
ス
ク
が
高
い
夏
場
に

お
い
て
も
、
登
下
校
時
に
マ

ス
ク
を
外
す
な
ど
、
熱
中
症

対
策
を
優
先
す
る
よ
う
周
知

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
感
染

状
況
を
踏
ま
え
、
子
供
た
ち

の
健
や
か
な
学
び
が
保
障
さ

れ
る
よ
う
教
育
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

熊
くま

坂
さか

　崇
たか

徳
のり

 議員

課外授業や部活動
マスク着用の考え

「コロナ感染拡大防止対策」

問１　��マイナンバーカードで新たに住民票や印鑑登録証明等が取得できる�
ようになった場所はどこでしょうか？�
①コンビニエンスストア　②ファーストフード店　③児童館

問２　��令和３年度決算の一般会計・特別会計・企業会計に関する歳入合計は�
いくらでしょうか？�
①26億5,670万8千円　②265億6,708万９千円　③2,656億7,089万円

問３　�一般質問のページにある各議員写真横の２次元コードを読み込むと、�
直接何が見られますか？�
①愛川町のホームページ　②愛川町議会のホームページ　③本会議での質問動画

≪応募方法≫　�町内在住の方で、１人１通に限ります。クイズの答え・住所・氏名・年齢・電話番号、議会
だよりの感想（表紙や紙面の見やすさなど）を必ずご記入のうえ下記のいずれかの方法でご
応募ください。

≪しめきり≫　１１月３０日（水）（郵送の場合は当日消印有効）　☆正解と当選者は次号で発表します。
　
≪あ て 先≫　�●はがきの場合　　　　〒２４３－０３９２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　角田２５１－１　議会事務局
　　　　　　　●ファクスの場合　　　０４６－２８６－５０２１
　　　　　　　●電子メールの場合　　gikai＠town.aikawa.kanagawa.jp
　　　　　　　●オンラインでの場合　�右記の２次元コードを読み取ってください。

第25回 議会クイズ

クイズの答えはこの議会だ
よりのどこかにあります。
正解者の中から抽選で３名
の方に商品券をお贈りしま
す♪たくさんのご応募をお
待ちしています！

子育てに関する
町ホームページの情報

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討
論
・
決
算
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

一
般
質
問
・
議
会
ク
イ
ズ

意
見
交
換
会
等
・
お
知
ら
せ

常
任
委
員
会
・
討
論

令和4年11月15日
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第９回町民との意見交換会における意見・要望等と町からの回答
　紙面の都合ですべてのご意見を紹介できませんが、このほかにもご意見に対する町から
の回答がありました。なお、町からの回答（全文）については、ホームページに掲載しています。

議会
ホームページ

　

次
回
、
第
４
回
定
例
会
の
日
程

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
会
議
は

い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
開
会
し

ま
す
。
ま
た
、
本
定
例
会
の
運
営

を
協
議
す
る
議
会
運
営
委
員
会
は

11
月
22
日
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次
回
定
例
会
の

お
知
ら
せ

令和４年第４回12月定例会日程（予定）

意見、要望等要旨
　高齢者の外出支援事業において、
現状の制度では、各種助成が重ね
て受けられないことになっている
ことから、制度を充実させるため
にも、複数の助成が重ねて受けら
れるように検討すること。

　町職員の中途退職者が増えてい
る状況がこのまま続くと、円滑な
業務の遂行が行えなくなり、結果
的に住民サービスの低下に結びつ
いてしまうと考えられることから、
実態把握とそれに対する対策につ
いて検討すること。

　一時預かり事業の対象児童をゼ
ロ歳児からに拡大すること。

　スクールカウンセラー及びソー 
シャルワーカーを増員すること。

町からの回答
　本町で実施している高齢者外出支援4事業（①「かなちゃん手形」の一部
助成、②タクシー助成、③運転免許返納に伴う「かなちゃん手形」全額助
成、④電動アシスト三輪車購入一部助成）については、高齢者の社会参加
や生きがいの増進に資するためのものでありますが、限られた予算の中で、
できる限り多くの方に助成が行き渡るように実施しており、重複して助成
の対象とすることは考えていません。

　早期退職の理由としては、民間企業や他自治体への転職をはじめ、本人
の健康上の理由などが主なものであり、価値観の変化に伴い、退職理由も
多様化しているものと認識しています。
　こうした状況の中、行政の停滞等を招かないよう、各部署における業務
量の変化等を適確に把握するとともに、民間委託の推進をはじめ、再任用
職員や会計年度任用職員の雇用のほか、必要に応じて年度途中の採用を行
うなど、適切な職員数の確保と人員配置に引き続き努めていきます。
　また、全ての職員が住民福祉の向上を責務とする公務員としての高い貢
献意欲を持ちながら生き生きと働けるよう、時間外勤務の縮減、人材育成
など、職場環境の整備にも取り組んでいきたいと考えています。

　町立保育園2園と認定こども園1園で、受け入れ年齢と利用料金ともに同じ
条件で実施しています。ゼロ歳児からへの拡大については、現在の保育体制
で安全にお預かりするため、満1歳以上かつ離乳食が完了しているお子さん
からとしていることから、現行の体制で実施していますが、今後の利用状況
や保育ニーズなどを踏まえながら、研究していきたいと考えています。

　全学校に配置しているスクールカウンセラー及びソーシャルワーカーは、
相談件数も多く、相談内容も福祉的な要素の事案に及ぶなど、ますます多岐
に渡ってきていることから、さらなるきめ細やかな対応に向け、増員や配置
日数増について、県への働きかけを含め、検討していきたいと考えています。

第
24
回
議
会
ク
イ
ズ
の

答
え
と
当
選
者

　
前
号
の
議
会
ク
イ
ズ
の

正
解
と
当
選
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〈�

正
解
〉

　
問
１
‐
①
２
，１
７
２
万
５
千
円

　
問
２
‐
③
表
決

　
問
３
‐
②
20
名

〈
当
選
者
〉

　
黒
川　
　
陽
一　
　
様

　
佐
々
木　
麻
里
子　
様

　
伊
藤　
　
由
紀
子　
様

以
上
３
名

月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4

本会議�
（提出議案の
説明）

5 6 7 8 9 10 11
本会議�

（一般質問）
本会議�

（一般質問）
総務建設�
常任委員会

教育民生�
常任委員会

12 13 14 15 16 17 18
本会議�

（総括・討論・
採決）

　

議
会
だ
よ
り
は
、

愛
川
町
録
音
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
か

え
で
の
会
」
の
ご
協

力
に
よ
り
、
視
覚
障

が
い
者
用
に
Ｃ
Ｄ
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

℡
０
４
６
‐
２
８
５
‐

�

２
１
１
１

（
内
線
３
７
９
２
）

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討
論
・
決
算
・
意
見
書

会
派
議
決
一
覧
・
一
般
質
問

一
般
質
問
・
議
会
ク
イ
ズ

意
見
交
換
会
等
・
お
知
ら
せ
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委
員
会
・
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あいかわほ
っこり写真館

　

９
月
定
例
会
で
は
、
令

和
３
年
度
一
般
会
計
決
算

の
認
定
や
補
正
予
算
な
ど

が
上
程
さ
れ
、
会
派
代
表

質
疑
や
常
任
委
員
会
の
決

算
質
疑
の
場
で
も
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

本
号
で
は
、
そ
の
他
に
も

各
常
任
委
員
会
の
現
地
調

査
の
様
子
や
、
10
名
の
議

員
に
よ
る
一
般
質
問
の
ほ

か
、
意
見
交
換
会
に
お
け

る
意
見
・
要
望
等
に
対
す

る
町
か
ら
の
回
答
な
ど
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
分
か
り
や
す

い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
の

議
会
だ
よ
り
が
議
会
活
動

な
ど
の
様
子
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
一
助
と
な

れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

岸
上　

敦
子

副
委
員
長　

茅　
　

孝
之

委　

 

員　

玉
利　
　

優

委　

 

員　

阿
部　

隆
之

委　

 

員　

熊
坂　

崇
徳

委　

 

員　

小
林　

敬
子

委　

 

員　

井
出　

一
己

委　

 

員　

山
中　

正
樹

委　

 

員　

小
島
総
一
郎

委　

 

員　

井
上　

博
明

編
集
後
記

◎議会クイズは16ページに掲載しています。
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